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緒   言 
B型肝炎ウイルス（HBV）感染症は現在でも世界で 3億 5千万人の持続感染者が存在
し、年間 50 万～70 万人が HBV に起因する肝硬変、肝不全、肝癌などで死亡している
と推計されており、開発途上国においても出生時のワクチン接種事業によりその対策








小児の対象年齢を６ヶ月以上５歳未満、青年を 16 歳から 20 歳、成人を 21 歳から
49歳までとそれぞれ定義し、年代別、地域別にそれぞれサンプリングサイズを設定し、




anti-HBc 抗体は受身赤血球凝集反応（Passive Hemagglutination：PHA 法）を用い、
anti-HBc抗体については、ELISA法（試薬：DRG® Anti-Hbc）にて確認試験を行った。 
 
結   果 




0.0％(0/432)、青年及び成人は 17.4％(86/494)、全体では 9.2％(86/926)となった。 
小児の 98.1％(424/432)、青年の 12.1％(15/124)、成人の 15.9％(59/370)が予防接種
により HBVに対する免疫を獲得したと考えられる。8名の小児（1.9％）、94名の青年









考   察 
本調査では、ワクチン接種プログラム開始以降において HBV感染小児は減少したと
いう仮説が証明された。また、3回の HBワクチン接種をスケジュール通りに受けたに
も係らず B 型肝炎抗体陽性とならない小児が８名存在した。HBV 抗体陽転が起きなか
ったか、あるいは時間の経過と共に抗体価が検出可能レベル以下に自然減少したこと
が考えられる。 




青年及び成人の 17.4％に相当する 86 名が過去に HBV の感染があったと考えられ、
その内 87.2％に相当する 75名が一過性感染、12.8％に相当する 11名が慢性化の経過
をたどったと考えられる。 





出生時 HB ワクチン接種率は 98％と高いものの、接種タイミングが課題であり、約
15％の小児が遅いタイミングで接種を受けていた。成人に HBV感染者も存在すること
から、今後さらにタイムリーな出生時接種を確実とする必要がある。 
本調査は、フィジー国で初めて年齢別の HBV 感染の状況を調査であり、1989 年の
HBV ワクチン導入以降、小児の HBV 感染率は減少し、かつ抗体保持率は増加してフィ
ジーの B型肝炎対策が順調に推移していることを立証した。 
 
